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プロゴルファーになれるがな？
にぎわうパティパットゴルフ場

代理の人は委任状

税務関係語謎明の交付

税務関係の諸証明の交付を受ける人
は、原則的に「本人に限り」となってい

ます。代理の人が交付申請に来る場合
は、家族でも必ず委任状もしくは代理権

授与通知書が必要です。
ただし、字図、車庫証明用評価証明

書、車検用納税証明書は除きます。

＊　8　月　の税金＊

国民健康保険税（第2期）
納　期　　8月17日（月）－8月31日（月）

町　県　民　税（第2期）
納　期　　8月17日（月）－8月31日（月）



町民みなさんの健康づくりの一環として、今年
も総合検診（住民結核レントゲン検診、一般健康
診杏、胃ガン検診）を実施します。

検診を受けて、何もなければ「おめでとう」。
万一何かあっても早期発見、すく回復で「おめで
とう」です。いいことすくめの総合検診、必ず受
診してください。
受診表は区長を通じて配付されますので、受診

の際は会場へ持参ください。なお、検診日までに
転入した人、調査漏れなどで受診表の届いてし＼な
い人や・受診表はあるが他の機関で受診される人
は、役場保健衛生係にご連絡ください。
請合により自分の住所地でどうしても受診でき

ない人は、他地区でも受診表があれば受診できます。
その他詳細は役場保健衛生係におたずねくださ

い。　er（293）1234
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▽
料
　
金

▽
注
　
意

閲
（
学
校
、
勤
務
先
な

ど
）
で
レ
ン
ト
ゲ
ン
検

診
を
を
受
け
る
機
会
が

な
い
人
。

無
料

下
着
は
ボ
タ
ン
、
ホ
ッ

ク
類
の
な
い
も
の
。
薄

い
下
着
は
着
た
ま
ま
で

も
写
せ
ま
す
。

レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診

▽
対
象
者
1
6
歳
以
上
で
、
他
の
機

冒
ガ
ン
検
診

▽
対
象
者
希
望
者
で
昭
和
2
3
年
4

月
1
日
以
前
の
出
生
老

▽
定
　
員
　
各
地
区
5
0
人
（
当
日
先

着
順
）
受
付
は
日
時
ま

で
で
す
。

▽
料
　
金
　
五
百
円

▽
注
　
意
○
当
日
は
飲
ま
ず
、
食
わ

ず
で
来
て
く
だ
さ
い
。

○
妊
娠
中
の
方
は
絶
対
に

受
け
な
い
で
く
だ
さ
い
。
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剖んなぞきそ佃．I／
水上カーニバル　　カラオケ大会

イカダ競争　盆踊り大会
8月23日（日）とき8月22日（土）
受付　7時30分～9時　　　　　18時～21時30分

競技　9時30分～15時　　　（雨天の場合は8月23日）

遠賀川漕艇場特設会場　ところ　総合運動公園グラウンド

夏
か
ら
秋
に
か
け
て
や
っ
て
く
る
へ
風

は
、
あ
り
が
た
く
な
い
お
客
様
で
す
。

風
や
水
の
筈
か
ら
家
族
を
守
る
た
め
、
こ

ん
な
準
備
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

◎
非
常
袋
の
点
検

停
龍
に
備
え
て
、
ロ
ー
ソ
ク
と
懐
中
宙
灯

を
用
意
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

◎
火
の
使
用
は
最
少
隈
に

風
で
火
災
を
招
く
こ
と
も
あ
る
の
で
、
ガ

ス
、
館
気
器
具
の
使
用
は
最
少
隈
に
。

◎
重
要
な
も
の
は
二
階
へ

浸
水
が
予
想
さ
れ
る
よ
う
な
ら
、
掘
賽
な

も
の
や
寝
具
、
家
財
道
具
は
、
押
入
の
上

段
か
二
階
へ
。

火
災
・
敵
意
件
数
　
（
6
月
中
）

煙
殺
虫
剤
で

火
事
騒
ぎ

多
量
の
煙
で
害
虫
を
駆
除
す
る
殺
中
郡

で
の
火
事
麗
ぎ
が
よ
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

使
用
す
る
時
は
次
の
こ
と
に
十
分
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

◎
使
う
日
時
を
消
防
署
に
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
近
所
の
人
に
も
事
前
に
声
を
か
け
る
。

◎
出
店
な
ど
の
夜
間
使
用
の
時
は
、
は
り

紙
な
ど
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

◎
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
の
情
報
を
よ
く
聴
く

大
雨
の
注
意
報
や
暫
報
な
ど
、
正
確
な
情

報
を
早
く
知
れ
は
、
冷
静
な
行
動
が
と
れ

ます。

風
、
水
害
お
ら

轟
損
を
寄
る
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次
の
よ
う
な
裳
口
は
、
初
診
料
な
ど
の
一

部
負
担
や
そ
の
他
特
別
な
場
合
を
除
い
て
、

医
療
頭
の
公
費
補
助
制
度
に
よ
り
無
料
に
な

り
ま
す
。
該
当
す
る
人
は
、
役
場
国
保
年
金

係
で
医
環
証
の
交
付
申
請
を
し
て
下
さ
い
。

乳
　
幼
　
児

＜対象者＞

・
遠
賀
町
に
住
所
為
肴
す
る
三
歳
未
満
の
乳

幼
児
（
生
活
保
護
法
に
よ
る
医
療
扶
助
を

受
け
て
い
る
場
合
は
除
か
れ
ま
す
。
）

＜
必
要
書
類
な
ど
＞

・
申
請
す
る
乳
幼
児
の
氏
名
が
簡
裁
さ
れ
て

い
る
健
康
保
険
証

。印鑑母
子
家
庭
な
ど

＜対象者＞

・
十
八
歳
未
満
の
児
童
鬼
垂
護
し
て
い
る
母

子
家
庭
の
母

・
三
餞
以
上
十
八
蔑
未
満
の
母
子
家
庭
の
児

童
と
父
馬
の
い
な
い
三
歳
以
上
十
八
歳
業

滴
の
児
藍
（
昭
和
四
十
四
年
四
月
二
日
か

ら
昭
和
四
十
五
年
四
月
盲
ま
で
の
出
生

者
も
来
雪
一
月
三
十
一
日
ま
で
は
骸
当
し

ます。）

た
だ
し
、
次
の
場
合
は
対
象
著
か
ら
除
か
れ

ます。・
児
連
珠
養
手
当
法
施
行
令
で
定
め
る
所
得

の
限
度
額
を
越
え
る
場
合

o
生
酒
保
態
法
に
よ
る
医
穎
扶
助
を
受
け
て

い
る
嬰
口

。
児
童
が
医
溶
質
の
措
臆
さ
れ
る
窮
極
施
設

に
入
所
し
て
い
る
裳
口

＜
申
請
に
必
要
な
書
類
な
ど
＞

・
健
康
保
険
証

・印鑑
毒
愚
の
申
告
が
未
済
の
賞
高
邁
定
が

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
役
蔑
務
係
で
必
ず

申
告
を
済
ま
せ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
今
生
月
二
日
以
降
に
当
町
に
魅

入
し
た
人
は
、
前
住
所
地
の
前
年
の
所
得

額
証
明
書
を
提
出
の
こ
と
。

・
戸
籍
謄
本
（
児
聾
撃
つ
の
申
選
言

類
、
そ
の
他
当
町
の
声
籍
な
ど
で
確
認
で

き
る
場
合
は
不
用
）

・
遺
族
年
金
な
ど
を
受
給
さ
れ
て
い
る
憂
国

は
そ
の
年
金
証
書

※
受
給
資
格
の
更
新
申
請
に
つ
い
て

現
在
、
交
付
を
受
け
て
い
る
憲
子
家
庭

等
医
療
証
」
は
本
年
七
月
三
十
一
日
ま
で
し

か
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
引
き
続
き
受
給

資
格
を
有
す
る
人
は
、
前
記
の
＜
申
請
に
必

愛
な
書
類
な
ど
V
を
持
参
し
て
窯
馨
露
の

更
新
申
請
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

重
度
心
身
障
害
者

＜
対
急
署
V

。
一
畳
持
害
者
手
帳
の
一
級
も
し
く
は
二
萩

に
該
当
す
る
磐
田
（
三
紋
で
も
児
垂
福
祉

法
な
ど
の
競
走
に
よ
り
中
等
度
の
精
神
薄

弱
者
と
判
定
さ
れ
て
い
る
嬰
口
は
該
当
す

る）
・
精
神
薄
弱
者
の
該
当
の
有
無
に
つ
い
て
は

係
砦
撮
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

・
生
活
保
護
法
に
よ
る
医
藍
熱
田
を
受
け
て

い
る
場
合
は
対
璽
嘉
ら
除
か
れ
る
。

＜
必
要
書
類
な
ど
＞

・
身
体
障
董
呈
慮
ま
た
は
、
陪
書
を
証
明

す
る
書
類

・
健
康
保
険
証

・印鑑

．
・
．
・
．
，
′
〃
ヽ
．
．
．
・
l
）
●
．
・
．
（
－
5
．
＼
．
1
．
●
，
．
（
．
●
．
．
1
・

二
蒜
に
つ
い
て
は
、
役
忍
祉
替
…

－
保
蓋
係
・
衝
（
2
9
3
）
1
2
3
4
）

へどうぞ。　　　　　　　　、

▽
内
容
身
体
障
害
者
手
帳
診
断
（
肢
体

不
自
白
、
補
装
具
の
診
断
、

そ
の
他
助
言
。

現
在
七
十
遠
（
老
人
保
健
法
の
暗
蕾
認
定

を
受
け
て
い
る
方
は
六
十
五
歳
）
以
上
の
方

に
交
付
し
て
い
ま
す
老
人
保
健
法
の
医
頚
受

給
者
証
の
う
ち
、
有
効
粕
間
が
六
十
二
年
六

月
三
十
日
ま
で
の
も
の
を
、
新
し
い
医
猿
受

給
者
証
と
切
り
替
え
て
い
ま
す
。

お
手
元
の
医
療
証
で
は
期
限
切
れ
で
病
院

で
の
受
診
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ま
だ
切
番

え
が
お
済
み
で
な
い
方
は
早
急
に
切
替
え
に

お
い
で
く
だ
さ
い
。

▽
発
奮
す
る
も
の

・
現
在
受
け
て
い
る
老
人
医
療
受
給
考
証

・
健
康
保
険
証

・印鑑
▽
注
意
有
効
期
間
が
六
十
六
年
ま
で
の

も
の
は
切
替
え
毒
し
ま
せ
ん
の

で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
日
　
時
9
月
6
日
（
日
）
的
時
5
0
分
～

▽
会
場
福
岡
県
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

▽
申
込
諦
切
8
月
2
9
日
（
圭
ま
で

▽
申
込
先
福
岡
県
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

舘
0
9
2
（
7
5
1
）
3
2
3
9

歩
行
困
難
な
ど
の
た
め
に
、
身
体
陪
審
者

更
生
栢
難
所
が
実
施
す
る
巡
回
相
駿
に
参
加

で
き
な
い
重
度
婁
障
害
者
の
方
の
お
宅
に

お
医
者
さ
ん
が
出
向
き
、
診
重
義
を
行

な
い
ま
す
。

珍
重
希
望
の
方
は
、
8
月
3
1
日
ま
で
に
役

場
福
祉
係
へ
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

▽
日
　
程
　
9
月
初
旬
の
予
定

障
董
黒
人
、
こ
家
族
の
方
な
ど
が
日
頃

考
え
ら
れ
て
い
ゑ
墓
署
問
題
に
関
す
る
蔑

見
や
体
験
を
発
表
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
テ
ー
マ
・
私
の
街
－
ふ
れ
あ
い
、
め
ぐ

り
あ
い
を
通
じ
て
I
・

・
チ
ャ
レ
ン
ジ
I
私
の
冒
険
－

・
私
の
小
さ
な
旅

▽
締
切
9
月
5
日
（
圭

▽
応
募
先
福
岡
県
民
生
顎
堅
幕
糧
課
（

福
岡
市
博
多
区
東
公
園
1
番
7

号）禽
0
9
2
（
6
4
ュ
）
4
7
6
ュ

大
好
き
な
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
○

ん
の
給
費
甲
。

▽
締
切
　
8
月
2
0
日

▽
鮮
細
　
1
月
祭
日
号
m
ペ
ー
ジ
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新

メ

ン

バ

ー

で

ス

タ

ー

ト

I
I
I
遠
賀
町
農
業
委
員
会
委
員
　
－

寝
業
委
員
会
委
員
の
任
期
顕
子
に
伴
う
改

選
が
行
わ
れ
、
公
選
委
員
十
人
と
町
長
が
選

任
す
る
委
員
一
大
（
幾
協
推
せ
ん
一
人
、
蟻

会
推
せ
ん
二
人
）
の
〈
昇
十
三
人
が
決
定
し

ま
し
た
。

ま
た
、
初
委
員
会
で
役
員
の
選
出
も
あ
り

ま
し
た
。

新
し
い
費
薬
委
員
会
委
員
は
次
の
と
お
り

で
す
。
（
敬
称
略
）

会
　
長
　
柴
田
征
一
郎
（
今
古
賀
）

副
会
長
　
和
田
　
共
生
（
別
　
府
）

福
岡
県
授
業
会
議
一
号
韻
貝

柴
田
征
一
郎

委
　
員
　
村
田
　
征
規
（
木
守
）

高
崎
正
範
（
木
守
）

原
田
重
商
（
広
　
漠
）

別
田
　
財
（
添
　
木
）

畑
生
　
成
昭
（
尾
　
崎
）

把
手
武
重
（
虫
生
活
）

添
田
　
仁
親
（
老
良
）

高
　
好
美
（
上
別
府
）

秦
　
玉
彦
（
別
府
）

大
境
義
信
（
島
津
）

松
尾
　
良
博
（
鬼
津
）

▽
場
　
所
中
央
公
民
館
祝
聴
覚
窒

▽
指
導
中
村
玉
輝
先
生

（
玉
輝
和
紙
人
形
家
元
）

▽
‥
図
貨
　
四
千
円
程
度

▽
薬
殺
　
5
0
人

▽
応
某
締
切
　
8
月
2
5
日
（
火
）

読
書
講
座

▽
期
　
間
　
9
月
～
Ⅱ
月
、
月
2
回
金
曜
、

6
回
コ
ー
ス
、
た
だ
し
初
日
と

最
終
日
は
土
曜

▽
場
　
所
英
公
民
館
和
室

▽
藁
数
　
0
0
人

▽
応
募
締
切
　
8
月
2
5
日
（
火
）

無
趣
味
は
み
ん
な
の
迷
惑
で
す

ー
　
I
中
央
公
民
館
の
教
室
と
龍
座
　
－

遠
賀
町
中
央
公
民
館
で
は
、
無
趣
味
で
お

悩
み
の
あ
な
た
や
、
芸
域
を
広
げ
よ
う
と
手

ぐ
す
ね
を
引
い
て
い
る
あ
な
た
に
、
次
の
教

室
十
講
座
を
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ど

う
ぞ
。
受
話
料
は
無
料
で
す
が
、
応
募
が
定

員
を
こ
え
た
時
は
拍
せ
ん
と
な
り
ま
す
。

申
し
込
み
、
問
い
合
せ
は
英
公
民
館

禽
（
2
9
3
）
1
3
5
5
へ
ど
う
ぞ
。

刺
し
ゅ
う
教
室

▽
期
　
間
　
9
月
～
1
2
月
の
土
曜
、
ュ
2
回

▽
時
　
間
　
9
時
5
0
分
～
Ⅱ
時
5
0
分

▽
場
所
英
公
民
館
和
室

▽
指
　
導
　
柴
山
孝
子
先
生
（
岡
垣
在
住
）

▽
材
料
費
　
二
千
五
百
円
程
度

▽
募
集
数
　
刻
人

▽
応
薄
切
　
9
月
1
日
（
火
）

和
紙
人
形
教
室

▽
期
　
間
　
9
月
～
n
月
、
隔
週
金
岡
日

6
回
コ
ー
ス

▽
時
　
間
　
的
時
－
ュ
5
時

第
五
回
遠
賀
町
民
体
育
大
会
の
次
の
競
技

の
出
場
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
た
く
さ
ん

の
方
の
出
鴇
を
お
願
い
し
ま
す
。

缶
窺
技
の
出
場
申
し
込
み
は
、
遠
賀
勤
労

者
体
育
セ
ン
タ
ー
、
＄
（
2
9
3
）
5
4
3

4
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

家
庭
婦
人

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技

▽
日
　
時
　
8
月
5
0
日
（
日
）

開
会
式
　
8
時
如
分

競
技
開
始
　
9
時

▽
場
所
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

遠
賀
南
中
学
校
体
育
館

▽
チ
ー
ム
編
成
　
5
0
鰻
以
上
の
彊
女
性

▽
競
技
方
法
　
予
選
リ
ー
グ

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

▽
申
込
締
切
　
8
月
ュ
8
日
（
火
）

青
論
者ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
競
技

▽
日
　
時
　
9
月
6
日
（
日
）

開
会
式
　
8
時
5
0
分

競
技
開
始
　
9
時

▽
場
　
所
総
合
運
動
公
園
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

鴇

▽
チ
ー
ム
編
成
　
0
0
賎
以
上
（
男
女
を
問
わ

ず
）
の
チ
ー
ム

▽
申
込
締
切
　
8
月
2
4
日
（
月
）

壮
　
年ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
競
技

▽
日
　
時
　
9
月
ュ
3
日
（
日
）

開
会
式
　
1
時
0
0
分

競
技
開
始
　
8
時

▽
チ
ー
ム
編
成
0
0
歳
以
上
の
男
子
9
人
（

肉
3
5
歳
以
上
の
男
子
3
人
）
左

肩
に
赤
布
を
つ
け
る
こ
と
。

▽
申
込
締
切
　
9
月
l
日
（
火
）

楽
し
い
一
日
を
親
子
で
す
こ
し
ま
し
ょ
う

▽
日
　
時
　
8
月
5
0
白
（
日
）

9
時
0
0
分
役
墾
田

▽
行
　
先
　
岡
垣
町
高
倉

▽
参
加
賞
　
無
料

▽
用
意
す
る
も
の
　
弁
当
、
水
筒
な
ど

▽
申
込
締
切
　
8
月
1
8
日
（
火
）

▽
申
込
先
。
昼
　
社
会
福
祉
協
議
会

館
（
2
9
3
）
1
2
3
4

。
夜
　
山
之
内
マ
手
工

館
（
2
9
3
）
0
5
1
8

遠
賀
郡
内
の
母
子
会
で
、
ぶ
ど
う
狩
り
な

ど
の
一
日
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
ま

す。

町
内
の
婦
人
を
対
象
に
パ
テ
ィ
パ
ッ
ト
ゴ

ル
フ
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

簡
単
で
だ
れ
に
で
も
楽
し
く
で
き
ま
す
の

で
、
ふ
る
っ
て
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
　
時
　
9
月
1
日
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
に
9
時
0
0
余
寒
口
。

1
2
時
ま
で

▽
会
　
場
　
パ
テ
ィ
パ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場

▽
講
　
師
　
教
育
委
員
会
職
員

▽
主
　
催
　
遠
賀
町
教
書
委
員
会

遠
賀
町
婦
人
会

▽
そ
の
他
　
用
具
は
こ
ち
ら
で
準
備
し
ま

す
。
服
装
は
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
が

で
き
る
よ
う
な
服
装
で
。

▽
連
絡
先
　
教
書
曇
員
会
社
会
教
育
課

衝
（
2
9
3
）
1
2
3
4



おまかせください
4月から始ったシルバー能力活用商業のメンバー

の皆さんが、町内のあちこちで樹木のせん定や草刈

りに活躍中です。今日は松ノ本で庭木のせん定で

す○　依顕されたこの家の奥さんは、「安くて上手に

やっていただけるので助かります」と喜ばれていま

した。

仕事の申し込みは社会福祉1窃頚会亀窮i C293）1234

で受け付けていますので、お気軽にどうぞ、とのこ

とでした。

主二重i／、－ 　　一撃 ∴∴ 臆 

“Si′（，／翻　＼／端野、 

菟Iろ　　i彰琵網関田闘因艶 
、＼，k刻駁、霊薬琵’∴㌻∴、 

怨囲幽謙二∴曹竿、（ふ1預言 
∴　　∴．∴：吏 

真夏の夜の｝♪｝
関西学院交奉幣楽団を招いて、サマーナイトコンサ

ートがありました。会場につめかけた400人を超え

る人たちは、次々と演奏される「ブルータンゴ」

「おもちゃの交響曲」「白鳥の湖」「運命」などの

名曲と、レコードでは味わえないナマの迫力に大感

動。また、演奏の間には遠賀町少年少女合唱団も出

演、かわいらしい歌声で会場をわかせました。演奏

が終って会場を出る人たちは、「よかっだね一〇」

を連発し”こいました○

藍 
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紳軽請篭 �艶鰹諮離／趨 ���l 
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6月28日、7月5日の両日、総合運動公園グラウ

ンドで、17チームが参加して軟式野球大会が盛大に

行なわれました。各試合とも隷＄戦の末松ノ本チーム

が優勝し、浅木の二連覇は成りませんでした。

第5回遠賀町民体育大会

歌式野球競技の結果

「＿ � �＿（一〇、で � � � 
ヽ 一∵●1、 

ヽ 

遠賀米研究部会（会長・村田智美さん）が、みな

さんに喜んでもらえるおいしい遠賀米を作ろうと、

福岡から講師を招いて舗‘習会を開きました。

日に焼けてまっ黒な顔の中に白い歯が輝く会員の

皆さんは、午前中は猛暑の申現地研修会を各田んぼ

を回って行ない、午後からはコミュニティセンター

で施肥や防除などのポイントを熱心に受諾していま

おいしい遠賀米を
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バタフライ

B男子50m、永測隆幸（東和苑D
C男子50肋、永楽完勝（中央）
D男子50〝ら　大場光秀（別府）

背　泳

B男子50肋、今橋和塞く別府）

B女子50m、山浦障子（上別府）
C男子50m、中村進一（中央）

C女子50〝年　商稲；和美（松ノ本）

第5回遠賀町民体育大会

7月12日、遠賀南中学校プールで
水泳浅鍋受か行なわれました。水しぶ
きの中の難戦の結果；はi欠のとおりで
す。

自由形

B男子50m、

B女子50m、

C男子100m、

C女子100m、

D男子100m、

D女子100m、

乎　泳

B男子50m、

門司将和
山浦華子

中村進一

山浦　愛
永楽朗j参

丸田栄子

門司将和

（鬼津）
（士別府）
（中央）
（上BU府）

（中央）
（尾崎）

（鬼津、）
B女子50m、大腸久美代（別府）
C男子50肋、永楽秀膨（中央）
C女子501ね、野間裕美（今古賀）
D男子100m、永楽朋重く中央）

一般自由形

男子50m、宮I強豪政昭（新町）

男子56域以上　山崎昭男（松ノ木）

平泳　一般

男子50m、管理縫政聴く新町）

男子56歳以上　山i埼昭克く耗レ本）

背泳　一般

男子50加、佐々木広く松ノ本）

水泳競技の結果
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合わせ酢

続
吐
過
賞
町
文
…
字
散
歩

㈹

古
道
を
辿
る
（
Ⅹ
）

神
湊
の
隣
船
寺
に
は
、
種
田
山
頭
火
の
句

碑
が
あ
る
。
あ
る
日
こ
の
事
を
訪
れ
て
、
そ

の
碑
に
会
う
こ
と
が
で
き
た
。

ま
で
あ
っ
た
。

漂
泊
の
詩
人
と
い
わ
れ
る
山
頭
火
が
、
は

じ
め
て
こ
こ
を
訪
ね
た
時
、
魔
王
田
代
俊
和

尚
は
不
在
で
、
宿
を
こ
と
わ
ら
れ
た
そ
う
だ

が
、
そ
の
後
度
々
訪
れ
て
定
宿
の
よ
う
に
な

っ
て
い
た
。

I
昭
和
七
年
四
月
十
九
日
時
そ
し
て
風

行
程
三
里
　
赤
間
町
小
倉
塵

四
月
廿
日
賽
行
程
四
里
折
尾
町
匹
園
庭

風
に
は
ほ
ん
と
う
に
困
る
。
塵
労
を
文
字
通

り
に
感
じ
る
。
立
派
な
国
道
が
出
来
て
い
る
。

幅
が
広
く
て
曲
折
が
少
な
く
て
、
自
動
車
に

は
よ
い
が
、
歩
く
も
の
に
は
単
調
で
却
っ
て

よ
く
な
い
。
別
れ
路
の
通
棟
は
あ
り
が
た
い
。

福
岡
県
は
岡
山
県
の
よ
う
に
こ
の
点
で
は

正
確
で
懇
切
だ
。
～
「
山
頭
火
全
集
」

赤
間
か
ら
折
尾
へ
、
新
し
い
国
道
を
辿
っ

た
山
頭
火
の
日
記
と
、
そ
の
当
時
の
遠
賀
の

鵜
が
搭
き
ん
の

憾
懐
ヌ
ー
言
－

夏
パ
テ
予
防
の
料
理

き

ゅ

う

り

と

砂

ず

り

の

あ

え

も

の

材
　
料
（
四
人
分
）

き
ゅ
う
り

砂
す
り

囲

2
本

100g
Z
佃

三
号
国
道
の
出
来
た
頃
の
こ
と
が
当
然

わ
か
め
（
も
ど
し
た
も
の
）
　
如
g

酢
　
　
　
　
　
　
大
さ
じ
3

筒

　

　

　

　

　

中

さ

じ

1

砂
糖
　
　
　
　
　
大
さ
じ
1

山
　
頭

な
枝
垂
れ
松
だ

っ
た
。
そ
の
中
央
あ
た
り
に
直
径
三
十
セ
ン

チ
長
さ
一
メ
ー
ト
ル
五
十
セ
ン
チ
位
の
自
然

石
で
、
あ
ま
り
鮮
や
か
で
は
な
い
が
、
山
頭

火
の
旬
が
彫
ら
れ
て
い
て
、
字
は
消
え
か
け

て
い
た
。

そ
れ
で
も
何
と
な
く
あ
た
り
の
情
景
に
似

合
う
よ
う
に
思
わ
れ
、
垂
れ
た
松
の
影
が
時

々
碑
の
面
に
括
れ
て
い
た
。

い
ま
は
、
お
寺
も
美
し
く
洋
風
な
建
物
に

な
っ
て
周
辺
も
奇
理
に
掃
き
清
め
ら
れ
て
い

る。
鐘
楼
が
あ
っ
て
、
そ
の
横
に
碑
は
昔
の
ま

火
　
句
　
碑

て
い
。
松
原
に
沿
っ
て
一

人
す
た
す
た
と
歩
い
て
ゆ

く
旅
の
伯
。

木
の
葉
に
笠
に
音
た
て

て
巌
鋲
鉢
の
中
に
も
骸

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
こ

信
田
遭
別
府
付
近

れ
ら
の
句
は
此
処
で
の
作
で
あ
る
。

ま
た
山
頭
火
は
、
こ
の
離
船
寺
を
中
心
に

宗
像
、
赤
間
、
折
尾
、
若
松
、
八
幡
、
戸
畑

芦
屋
な
ど
に
友
人
を
た
ず
ね
、
行
乞
の
旅
を

つ
つ
け
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
道
々
遠
賀
町

も
通
っ
て
い
る
。

譲
　
通
っ
て
、
田
川

笠
の
糸
田
に
居
た

醒
圏
閣

世
話
に
な
っ
た

こ
と
も
記
し
て

いる。雀
よ
雀
よ
御
主
人
の
お
か
へ
り
だ山

頭
火

（
片
山
花
御
史
）

し
ょ
う
が
　
　
　
　
　
　
1
片

園
田
圏

☆
カ
レ
ー
マ
ヨ
ネ
ー
ズ

（
フ
ラ
イ
、
ム
一
三
ル
な
ど
に
）

マ
ヨ
ネ
ー
ズ
ア
メ
リ
カ
ン
半
カ
ッ
プ
＋

カ
レ
ー
粉
小
さ
じ
1

☆
ヨ
ー
グ
ル
ト
マ
ヨ
ネ
ー
ズ

（
生
野
菜
、
カ
ナ
ッ
ペ
、
オ
ー
ド
ブ
ル
に
）

マ
ヨ
ネ
ー
ズ
ア
メ
リ
カ
ン
半
カ
ッ
プ
＋

ヨ
ー
グ
ル
ト
大
さ
じ
2

☆
た
・
竺
」
マ
ヨ
ネ
ー
ズ

（
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
、
ス
パ
ゲ
テ
ィ
サ
ラ
ダ

作
り
方

①
き
ゅ
う
り
は
板
ず
り
に
し
て
せ
ん
切
り
。

砂
す
り
は
ゆ
で
て
細
切
り
。
卵
は
い
り
卵

に
す
る
。

（
㊥
合
わ
せ
酢
を
つ
く
り
、
わ
か
め
と
①
を
あ

え
、
上
に
針
し
ょ
う
が
を
ち
ら
す
。

⑧
お
い
し
く
い
た
だ
く
。

変
り
マ
ヨ
ネ
ー
ズ

キ
ャ
ベ
ツ
、
わ
か
め
な
ど
に
）

マ
ヨ
ネ
ー
ズ
ア
メ
リ
カ
ン
半
カ
ッ
プ
＋

た
ら
こ
半
腹
＋
牛
乳
少
々

☆
納
豆
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
（
生
野
菜
、
千
切

り
キ
ャ
ベ
ツ
、
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
な
ど
に
）

マ
ヨ
ネ
ー
ズ
ア
メ
リ
カ
ン
半
カ
ッ
プ
＋

納
豆
（
刻
ん
で
）
大
さ
じ
3
＋
し
ょ
う

ゆ
大
さ
じ
1遠

賀
町
食
生
活
改
遠
藤
進
会



第416号

冷
蔵
庫
の
過
信
は
禁
物

食
中
毒
の
六
割
が
夏
季
に
果
申

夏
は
食
中
毒
の
発
生
し
や
す
い
季
節
。
昨

年
発
生
し
た
食
中
秦
件
数
の
六
〇
劣
が
、
七

月
か
ら
九
月
に
集
中
し
て
い
ま
す
。

食
中
毒
の
発
生
要
因
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま

す
が
、
冷
蔵
庫
の
．
過
信
．
に
よ
る
食
豊

も
頻
発
し
て
い
ま
す
。
「
冷
蔵
し
て
い
る
の

だ
か
ら
、
食
品
は
い
た
ま
な
い
し
、
ま
し
て

金
蔓
な
ん
て
…
」
と
思
わ
れ
る
方
も
多

い
で
し
ょ
う
が
、
冷
蔵
庫
は
、
絶
対
に
安
全

な
理
財
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

庄
内
の
温
度
は
一
〇
度
以
下
に

腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
や
ブ
ド
ウ
球
菌
な
ど
食
中

毒
を
引
き
起
こ
す
細
菌
は
、
気
温
一
〇
度
を

超
え
る
と
徐
々
に
増
殖
を
は
じ
め
ま
す
。
五

度
以
下
な
ら
ま
ず
安
心
。
で
す
か
ら
冷
蔵
庫

の
中
は
、
少
な
く
と
も
一
〇
度
以
下
に
保
つ

こ
と
が
大
切
で
す
。

厚
内
の
温
度
を
上
げ
な
い
た
め
に
、
夏
場
、

特
に
注
意
し
た
い
の
か
冷
蔵
底
の
ド
ア
の
開

閉
で
す
二
度
冷
蔵
庫
を
開
け
る
と
、
厚
内

の
温
度
は
グ
ン
と
上
が
り
ま
す
。

「
何
を
取
り
だ
そ
う
か
な
ぁ
」
と
ド
ア
を

開
け
て
考
え
て
い
る
数
秒
の
問
に
、
細
菌
は
、

じ
わ
り
じ
わ
り
と
活
動
を
は
じ
め
て
い
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
も
、
ド
ア
の

開
閉
は
で
き
る
だ
け
回
数
を
減
ら
し
、
開
け

て
い
る
時
間
も
短
く
し
ま
し
ょ
う
。

と
こ
ろ
が
、

粗
末
に
な
り
が
ち

な
日
本
人
の
昼
食

一
旦
二
度
の
全
貌
の
中

で
、
最
も
食
欲
の
あ
る
状

態
で
食
べ
る
の
か
、
昼
食

で
す
。
午
前
中
の
労
働
で

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
耗
し
、

体
は
午
後
に
備
え
る
状
態

に
あ
る
か
ら
で
す
。

こ
の
最
も
生
理
的
な
条
件
の

整
っ
て
い
る
時
の
食
疎
が
、
逆
に
最
も
粗

▽
期
　
日
　
8
月
2
4
日
（
月
）

▽
時
　
間
　
1
3
時
5
0
分
～
ュ
5
時
0
0
分

▽
場
　
所
　
役
場
保
健
室

▽
対
象
者
　
妊
産
婦

▽
内
容
新
生
児
の
扱
い
方
、
沐
浴
指
導

▽
持
参
晶
　
母
子
手
帳
受
領
の
方
は
印
鑑

▽
料
　
金
　
無
料

末
に
な
り
や
す
い

し
た
ち
日
英
の
　
食
　
仕
事
の
内
容
で

蕾
の
葵
で
　
昼
　
量
と
質
を
決
め
よ
う

す。

∴

食
後
の
」
ブ
ザ
ー
ト
〟
に

軽
い
〝
歩
行
〟
を

昼
食
に
か
け
る
時
間
は
、
普
竺
時
間
程

度
で
す
の
で
、
落
ち
着
い
て
食
事
を
済
ま

せ
、
食
後
に
軽
い
運
動
で
も
し
よ
う
と
す
れ

ば
、
時
間
が
足
り
な
く
な
り
ま
す
。
そ
う
な

る
と
、
昼
食
時
閲
を
十
分
に
取
る
か
、
そ
れ

と
も
食
事
を
軽
く
し
て
そ
の
分
、
運
動
に
時

間
を
か
け
る
べ
き
か
迷
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
の
点
は
、
労
働
の
内
容
に
も
よ
り
ま
す

が
、
で
き
る
な
ら
軽
い
運
動
た
と
え
ば
食
べ

る
場
所
を
決
め
て
の
「
歩
行
」
と
組
み
合
わ

せ
る
な
ど
の
工
夫
を
試
み
て
く
だ
さ
い
。
昼

う。
こ
の
よ
う
な
工
夫
の
中
で
こ
そ
、
そ
の
日

の
仕
事
の
内
容
と
健
授
状
態
の
関
係
を
微
妙

に
反
映
す
る
食
欲
の
変
化
を
兄
い
出
す
こ
と

が
で
き
る
の
で
す
。

し
か
し
、
食
欲
の
あ
る
な
し
に
か
か
わ
ら

ず
、
お
か
ず
の
材
料
だ
け
は
最
低
六
種
類
以

上
の
バ
ラ
ン
ス
の
あ
る
も
の
を
取
る
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

食
欲
が
な
け
れ
ば

生
活
の
チ
ェ
ッ
ク
を

食
欲
が
あ
る
と
い
う
の
は
、
好
き
な
も
の

を
腹
い
っ
ぱ
い
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
状
態
で
は
な
く
、
．
い
つ
で
も
何
で
も
食

べ
た
い
．
と
い
う
状
態
で
す
。
で
す
か
ら
、

正
常
な
勤
務
を
し
て
い
な
が
ら
、
昼
食
時
に

食
欲
が
な
い
と
す
れ
ば
、
健
康
な
状
態
と
は

い
え
ま
せ
ん
。
そ
の
原
因
を
午
前
中
、
あ
る

い
は
前
日
の
生
活
の
中
に
見
つ
け
出
す
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
昼
食
の
内
容
が
、
午
後
か
ら
の
生
活

に
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
す
こ
と
も
、
よ
く

理
解
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
肉
体
労

働
の
場
合
は
質
と
と
も
に
畳
が
重
要
で
す

が
、
知
的
、
あ
る
い
は
精
神
労
働
と
い
っ
た

よ
う
に
、
運
動
量
の
少
な
い
作
業
に
従
事
し

て
い
る
人
に
は
、
宙
に
負
担
の
か
か
ら
な
い

工
夫
が
必
要
で
す
。

指
導
　
－
　
青
山
　
芙
康

岡
山
大
学
医
学
部
教
授



膚 下 鵬の遵欝巾蓋聾待暮裏
目 �曜 �行　　事　　内　　容 �時　　　間 �実施会場 �担当係名 � �詳　細 

16 �日 �漕　艇　教　室　（D � �遠賀川漕艇 場と艇麿 �体　育　係 �いません） 9：30－15：00語義と実技 �7月25日号 

17 �月 �酒　挺　教　室　② � �遠賀川漕艇 場と艇麿 �体　育　係 �中学生と高校生 語義と実技 �7月25日号 

18 � �総　　合　　検　　診 � �連中体育館 �保健衛生係 �別府 �2ページ 火 �民　生　児　童　委員会 � �役場大会憩室 �福　祉　係 �民生児童委員 � 

漕　艇∴教　室　⑧ � �遠賀川漕艇 場と艇嘩 �体　育　係 �中学生と高校生 語義と実技 �7月25日号 

19 �水 �総　　合　　検　　診 � �遭申体育館 �保健衛生係 �別府、千代丸 �2ページ 

20 �木 �高齢者学級（寿大学） � �中央公民館 �社会教育係 �60歳以上の男女 午前：教養コース 午後：選択コース � 

21 �金 �遠　賀　中　間　地　区 � �中央公民館 �社会教育係 �遠賀中間地区の婦人 �7月10日号 婦　人　大　学　開請式 ���� 

22 �土 �遠賀町夏まつり 揺紗大会 �カラオケ大会 盆踊り大会 �総合運動公園 グラウンド �裏まつり 実行委員会 盆踊り都会 �たくさんの方の 参加をお賢いします �3ページ 

23 �日 �遠賀町水上カーニバル イhヴ競争 �受付 賎技 �遠賀川漕艇場 特級会場 �裏まつり 実行委員会 イカダ競争 部会 �中学生以上の男女 o競争部門 oアイディア部門 �3ページ 

24 �月 �心、配∴ご　と　相　談 � �遠賀町公民 館別館 �社会福祉 協議会 �弁護士が相談に応じます � 

妊　　婦　　相　　談 � �役場保健室 �保健衛生係 �妊産婦 母子手帳交付 �9ページ 

25 �火 �総　　合　　検　　診 � �尾崎公民館 �保健衛生係 �尾崎 胃ガン検診の受付は11時まで �2ページ 

26 �水 �総　　合　　検　　診 � �松ノ本公民館 �保健衛生係 �松ノ木 �2ページ 
遠賀中間地区 婦　人　大　学 � �中央公民館 �社会教育係 �女陸の出番」 �7月10目口 

27 �木 �総　　合　　検　　診 � �松ノ木公民館 �保健衛生係 �松ノ木、緑光苑 胃ガン検診の受付は11時まで �2ページ 
高齢者　パ　テ　ィ　パ � �ゴルフ場 �社会教育係 �ください。 � 

30 �日 �第5回遠賀町民体育大会 家庭婦人バレーボール敏枝 �8：40－開会式 �体育センター 南中体育館 �体　育　係 �お願いします �5ページ 

31 �月 �総　　合　　検　　診 � �若松公民館 �保健衛生係 �若松 �2ページ 

秋のサークル会員募集………広報掲載受付中
広報「わんが」では、10月10日号

で秋のサークル会貝募集の特集を予

定しています。掲載を森望されるサ
ークルは次の内容を記入になり、広

報係まで申し込みください。

※申込締切　9月19日（必着）

記入していただくこと

○サークルの名前

○簡単な紹介文（紙面の都合で、全

文掲載できないことがあります）

0練習日と時間

0練習楊所

0募集対象

○費用（会費は月会費か年会賞か、

入会金の安否、その他の軽質）

○申込先（氏名、住所、電話番号）

○活動中の写真（を〈ても可。紙面

の都合で掲載できをいこともあり）

○その他（梓にあれば）

※今回の次は呑（4月10日号）にな

りますのでご注意ください。


